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(参考資料)
2025年度供給計画用調整係数を用いた
需給バランス評価の補完対応結果について

２０２４年１１月

電力広域的運営推進機関



22025年度供給計画用の調整係数を用いた需給バランス評価の補完対応結果について

 揚水の予備率ピークシフト機能を活用し、調整係数による特定の時間帯での予備率低下の懸念の有無を確認する
ために需給バランス評価の補完対応を実施し、調整係数算出時に確認結果を公表することとしている。

 今回、2025年度供給計画用調整係数を用いた需給バランス評価の補完対応結果について示す。

【出典】第53回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/chousei_jukyu_53_haifu.html



3(参考) 再エネ導入に伴う揚水等の設備kWが十分にあるイメージ(具体的手順)

 揚水等の設備kWが十分にあるとき、各時間帯の供給力不足量(EUE)に応じて揚水等を発電することで、各時間帯
の供給力不足量(EUE)を均平化することが可能となる。

 上記により、揚水等により供給力不足量(EUE)が均平化されることで、特定の時間帯での予備率低下の懸念を解消
することができる。

 今回は、下図で示すように揚水活用後の揚水予備力値があることを確認することで、特定の時間帯での予備率低下
の懸念がないものと評価とした。次頁にその揚水予備力値の結果を示す。

【出典】第53回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3一部修正
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/chousei_jukyu_53_haifu.html

揚水予備力
（予備率一定値）

【今回の評価方法】
揚水予備率があることを確認
（次ページ表中の数値）



42025年度供給計画用調整係数を用いた揚水供給力による補完対応の確認結果について

 確認断面は以下の通り、供給計画第1,２年度(2025,2026年度）の重負荷期(1,8月)・軽負荷期(5月)、供給
計画第5年度(2029年度)の重負荷期、及び供給計画第10年度(2034年度)の重負荷期を対象とした。

 補完対応の結果、全てのエリア・断面において揚水のピークシフト機能を活用して予備率一定とできることを確認した。

[揚水貼付(予備率一定)後の揚水予備力※1] (万kW)

エリア 上池貯水率 2025年度 2026年度 2029年度 2034年度 評 価5月 8月 1月 5月 8月 1月 8月 1月 8月 1月

北海道 100% 14 21 15 14 19 16 20 14 19 14 〇
70% 9 14 10 9 13 11 12 10 12 9 〇

東北※2 100% 46 46 46 46 46 46 46 46 46 46 〇
70% 46 46 46 46 46 46 46 46 46 46 〇

[東京→東北連系線空容量]※3 105 98 147 102 110 143 494 538 487 525 〇

東京※2 100% 392 520 505 451 571 501 589 511 593 506 〇
70% 248 319 337 284 355 333 373 343 378 338 〇

中部 100% 125 174 138 118 176 180 210 183 213 181 〇
70% 80 107 93 73 108 120 133 123 136 121 〇

北陸※2 100% 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 〇
70% 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 〇

[関西→北陸連系線空容量] ※3 86 93 128 93 115 140 119 142 119 140 〇

関西※2 100% 135 172 180 113 176 159 189 180 191 168 〇
70% 71 96 116 62 101 101 113 116 115 107 〇

中国 100% 39 54 58 37 56 51 59 57 59 53 〇
70% 24 31 38 21 33 33 35 38 136 35 〇

四国 100% 20 28 29 19 29 26 31 29 31 28 〇
70% 13 17 20 11 17 17 19 20 20 18 〇

九州 100% 53 103 73 53 117 72 168 74 168 70 〇
70% 35 68 49 35 78 48 114 50 115 48 〇

※1:需要は各エリアH1～H3の平均値を使用
※2:東北、北陸エリアは他エリアからの揚発融通受電後の揚水予備力を記載。東京、関西エリアは他エリア融通送電後の揚水予備力を記載
※3:連系線空容量は融通量最大時の融通後の空容量を記載
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2025年度結果（５月、８月、１月）



62025年度5月の確認結果（上池貯水量100%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電
予備率一定可能

 評価内容としては、東京→東北エリアや関西→北陸エリアへの融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解
消できると評価できることを確認した。

揚水予備率
（予備率一定値）

東京より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



72025年度8月の確認結果（上池貯水量100%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

予備率一定可能

 評価内容としては、東京→東北エリアや関西→北陸エリアへの融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解
消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)



82025年度1月の確認結果（上池貯水量100%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

予備率一定可能

 評価内容としては、東京→東北エリアや関西→北陸エリアへの融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解
消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



92025年度5月の確認結果（上池貯水量70%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電予備率一定可能

 評価内容としては、上池貯水容量を満水位(100%)から70%に変更した場合でも、東京→東北エリアや関西→北陸エリア
への融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



102025年度8月の確認結果（上池貯水量70%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電
予備率一定可能

 評価内容としては、上池貯水容量を満水位(100%)から70%に変更した場合でも、東京→東北エリアや関西→北陸エリア
への融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)



112025年度1月の確認結果（上池貯水量70%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電
予備率一定可能

 評価内容としては、上池貯水容量を満水位(100%)から70%に変更した場合でも、東京→東北エリアや関西→北陸エリア
への融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)
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2026年度結果（５月、８月、１月）



132026年度5月の確認結果（上池貯水量100%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

 評価内容としては、東京→東北エリアや関西→北陸エリアへの融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解
消できると評価できることを確認した。

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

東京より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



142026年度8月の確認結果（上池貯水量100%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

 評価内容としては、東京→東北エリアや関西→北陸エリアへの融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解
消できると評価できることを確認した。

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

東京より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



152026年度1月の確認結果（上池貯水量100%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

 評価内容としては、東京→東北エリアや関西→北陸エリアへの融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解
消できると評価できることを確認した。

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

東京より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)



162026年度5月の確認結果（上池貯水量70%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

 評価内容としては、上池貯水容量を満水位(100%)から70%に変更した場合でも、東京→東北エリアや関西→北陸エリア
への融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解消できると評価できることを確認した。

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

東京より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



172026年度8月の確認結果（上池貯水量70%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

 評価内容としては、上池貯水容量を満水位(100%)から70%に変更した場合でも、東京→東北エリアや関西→北陸エリア
への融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解消できると評価できることを確認した。

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

東京より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



182026年度1月の確認結果（上池貯水量70%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

 評価内容としては、上池貯水容量を満水位(100%)から70%に変更した場合でも、東京→東北エリアや関西→北陸エリア
への融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解消できると評価できることを確認した。

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

東京より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)
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2029年度結果（８月、１月）



202029年度8月の確認結果（上池貯水量100%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

予備率一定可能

 評価内容としては、東京→東北エリアや関西→北陸エリアへの融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解
消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



212029年度1月の確認結果（上池貯水量100%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

予備率一定可能

 評価内容としては、東京→東北エリアや関西→北陸エリアへの融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解
消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



222029年度8月の確認結果（上池貯水量70%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

予備率一定可能

 評価内容としては、上池貯水容量を満水位(100%)から70%に変更した場合でも、東京→東北エリアや関西→北陸エリア
への融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



232029年度1月の確認結果（上池貯水量70%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電
予備率一定可能

 評価内容としては、上池貯水容量を満水位(100%)から70%に変更した場合でも、東京→東北エリアや関西→北陸エリア
への融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)
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2034年度結果（８月、１月）



252034年度8月の確認結果（上池貯水量100%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

予備率一定可能

 評価内容としては、東京→東北エリアや関西→北陸エリアへの融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解
消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



262034年度1月の確認結果（上池貯水量100%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

予備率一定可能

 評価内容としては、東京→東北エリアや関西→北陸エリアへの融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解
消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



272034年度8月の確認結果（上池貯水量70%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電

予備率一定可能

 評価内容としては、上池貯水容量を満水位(100%)から70%に変更した場合でも、東京→東北エリアや関西→北陸エリア
への融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)



282034年度1月の確認結果（上池貯水量70%の場合）

北陸へ融通送電

東北へ融通送電
予備率一定可能

 評価内容としては、上池貯水容量を満水位(100%)から70%に変更した場合でも、東京→東北エリアや関西→北陸エリア
への融通により東北エリアや北陸エリアの揚水の設備kW不足は解消できると評価できることを確認した。

東京より融通受電
(最大18時:連系線空容量あり)

予備率一定可能

関西より融通受電
(最大19時:連系線空容量あり)
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